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○１１月２８日～ 

 

 先週は株高、ドル安の動きとなりましたが今週はこの流れに変化が出てくるでしょうか。 

米国の最終的な政策金利のレートがどのあたりになるのかはまだわかりません。ＮＹダウ

はかなり戻していますが３０日のパウエルＦＲＢ議長の講演に注目が集まっています。タ

カ派発言となれば流れが変わってくる可能性もあります。 

 ドルは円に対してだけでなく、その他の通貨に対しても１１月はかなり下がってきまし

た。ドル一人勝ち相場がそろそろ終わる可能性もあるので動きを注視していきたいです。 

 

＜ドル／円＞ 

 

再び１３８円まで下げたことで、勢いのあるドル高トレンドではなくなってきました。 

テクニカル的には、先週末に日足で大陽線をつけたことで、週明けは上昇に期待がもてそ

うです。上値は１４０円を超えれば、再度１４２円あたりがターゲットに。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円は方向感がないペアが多く、高値圏で膠着しているペアもあります。 

今週も狭い動きをコツコツ狙っていく戦略がよさそうです。 

株価が大きく下落してきたら、安値更新の動きには注意したいです。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

日本では１０月鉱工業生産などがあります。 

米国では９月ケース・シラー米住宅価格指数、１１月ＡＤＰ雇用統計、７－９月期ＧＤＰ

（改定値）、１１月シカゴ購買部協会景気指数、パウエルＦＲＢ議長発言、米地区連銀経済

報告（ベージュブック）、１０月個人消費支出、前週分新規失業保険申請件数、１１月製造

業ＰＭＩ（改定値）、１１月ＩＳＭ製造業景況指数、１１月雇用統計などが発表されます。 

欧州ではユーロ圏とドイツで１１月消費者物価指数、１１月製造業ＰＭＩ（改定値）、ユー

ロ圏でラガルドＥＣＢ総裁発言、１０月卸売物価指数などがあります。 

ほかにはカナダ、インド、ブラジルで７－９月期ＧＤＰの発表などがあります。 


